
トピックス：円形脱毛症治療にオルミエント®承認！ 

JAK ファミリーのうち JAK1 と JAK2 を抑える分子標的薬で、インターフェロンγなどの

円形脱毛症遷延に関わる炎症性サイトカインの作用をブロックします。1日 1錠（通常4㎎）

を内服します。日本を含む世界中で行われた臨床試験の結果では 9 か月後に 80％以上発毛

するまでに回復する確率は 34％、1 年後では 39％と報告されました（図.1）。 

 

副作用としてはにきび、膀胱炎、筋肉の酵素（クレアチニンホスホキナーゼ）増加など

（図.2）で、リウマチで使用した時のような重篤な副作用はありませんでした（図.3）。 

 



 

これはリウマチと円形脱毛症では疾患特性や平均年齢に差があるためと思われます。問

題は 1 年程度の内服で中止をすると再発することが多いということです。どのくらいの期

間服用すればよいのかは現時点ではわかっていません。なお世界同時臨床試験で 9 か月後

に 80％以上発毛する確率は 34％と申しましたが、これを日本人集団だけに限ってサブ解析

をすると 45％とさらに良い結果が得られています（図.4）。 

 


